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「高齢者保健福祉計画」は、市町村の区域において確保すべき老人福祉事業（老
人居宅生活支援事業及び老人福祉施設による事業）の量の目標やその確保の
ための方策を定めるもので、本市では、高齢者のための保健、福祉施策の基本
的な考え方と方策を明らかにするものと位置付けています。

老人福祉法（昭和３８年法律第１３３号）　第２０条の８　

「市町村介護保険事業計画」は、介護給付等対象サービスの種類ごとの量の見
込みや見込量の確保のための方策を定めるもので、厚生労働大臣が定める「介
護保険事業に係る保険給付の円滑な実施を確保するための基本的な指針（以
下「基本指針」という。）」に即して、３年を１期として定めることとされています。

介護保険法（平成9年法律第１２３号）　第１１７条
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（１）地域包括ケアシステムの深化・推進

（２）介護現場の生産性向上の推進、制度の持続可能性の確保

（３）地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進

（４）「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」の公布

近年の高齢者福祉及び介護保険制度の動向

２



現行計画の進捗状況

３

①基本目標ごとの施策の実施状況

②介護サービス費等の給付実績

○基本目標１：健康でいきいきと暮らす～介護予防と健康づくりの推進～

施策数 割合 A・Bの割合 進捗度

3 27.3%

7 63.6%

0 0.0%

1 9.1%

11 100.0%

Ａ（目標に沿った施策展開ができた）

Ｂ（目標達成に向けてさらなる推進が必要）

Ｃ（目標に沿った施策展開ができなかった）

Ｄ（その他）

合計

90.9% ↗

○基本目標２：地域でつながり支えあう

　　　　　　　～地域共生社会の実現に向けた地域包括ケアシステムの強化～

施策数 割合 A・Bの割合 進捗度

9 37.5%

14 58.3%

1 4.2%

0 0.0%

24 100.0%

Ａ（目標に沿った施策展開ができた）

Ｂ（目標達成に向けてさらなる推進が必要）

Ｃ（目標に沿った施策展開ができなかった）

Ｄ（その他）

合計

95.8% ↗

○基本目標３：認知症になっても自分らしく暮らす～認知症施策の充実～

施策数 割合 A・Bの割合 進捗度

0 0.0%

11 91.7%

1 8.3%

0 0.0%

12 100.0%

Ａ（目標に沿った施策展開ができた）

Ｂ（目標達成に向けてさらなる推進が必要）

Ｃ（目標に沿った施策展開ができなかった）

Ｄ（その他）

合計

91.7% ↗

○基本目標４：住み慣れた地域で安心して暮らす～高齢者福祉の推進～

施策数 割合 A・Bの割合 進捗度

6 17.6%

24 70.5%

4 11.8%

0 0.0%

34 99.9%

Ａ（目標に沿った施策展開ができた）

Ｂ（目標達成に向けてさらなる推進が必要）

Ｃ（目標に沿った施策展開ができなかった）

Ｄ（その他）

合計

88.1% →

令和３年度 令和４年度 令和５年度 計 進捗度

計 画 値 11,942,865,000円 12,424,207,000円 12,814,477,000円 37,181,549,000円

実 績 値 12,169,319,021円 12,763,966,409円 12,814,477,000円 37,747,762,430円

達 成 率 101.90% 102.73% 100.00% 101.52%

計 画 値 676,147,000円 704,247,000円 733,556,000円 2,113,950,000円

実 績 値 574,697,370円 569,819,242円 733,556,000円 1,878,072,612円

達 成 率 85.00% 80.91% 100.00% 88.84%

総給付費

（要介護+要支援）
→

総合事業 ↘

○基本目標５：介護が必要になっても自立した生活を営む

　　　　　　　～介護サービスの充実と適正な運営の確保～

施策数 割合 A・Bの割合 進捗度

6 42.9%

4 28.5%

3 21.4%

1 7.2%

14 100.0%

Ａ（目標に沿った施策展開ができた）

Ｂ（目標達成に向けてさらなる推進が必要）

Ｃ（目標に沿った施策展開ができなかった）

Ｄ（その他）

合計

71.4% →



認知症の人および要介護認定者数がピークとなる、
２０３０年を見据えた取り組みを加速させる。　

　　　　　・　認知症対策アクションプラン

　　　　　・　介護人材確保プロジェクト

４

高齢者保健福祉計画･第９期介護保険計画
重要施策



高齢者へのアンケート等から見える課題
（１）介護予防の推進

     通いの場への参加促進

     孤立・閉じこもりの防止に向けた地域社会への参加促進

（２）認知症対策の推進

　　 認知症の検査を近所で受けられる場所や仕組み

     入所・通所して支援を受けられる施設づくり

     認知症本人・家族の交流、相談の場づくり

　　 地域の見まもり、声かけの推進

     認知症に対する理解の促進や相談窓口等の周知

     認知症サポーターの活用

（３）高齢者の意思決定の尊重

     人生会議の周知と普及

（４）地域とのつながりづくりの促進

      地域参加と交流の地域意識や環境の差

      身近な相談先について

      相談窓口の連携等について

（５）福祉に関わる人材の確保と働き方の改善

      専門職や地域で活動する人材の確保と育成

      介護現場や地域におけるICTの活用促進

（６）介護サービス等の充実

今後の利用拡大に伴うサービス基盤の整備相談先

の周知と支援の充実

制度の理解促進に向けた情報発信の強化

移送サービスの充実

介護を行う家族への支援の充実
５



基本理念（案）　※現行計画の基本理念を継続

　　全ての人が、最期まで自分らしく
　　　暮らし続けることができる地域共生社会の実現

６



基本目標　１ 
自分らしく健康でいきいきと暮らす 
～介護予防とフレイル対策の推進～ 

　高齢者の社会参加や生きがいづくりの促進や、介護予防に対
する動機づけにつながる活動の推進により効果的な介護予防
の取組を進めます。 

基本目標　２
誰ひとり取り残されることなく安心して暮らす
～地域包括ケアシステムの強化と重層的支援体制の構
築～

　複合的な課題を抱える高齢者やその家族に対する相談支援
体制や、多職種連携による課題解決の仕組みを進めるととも
に、地域の実情に応じた支えあいの地域づくりと地域包括ケア
システムの強化を一体的に進めます。

基本目標　３
認知症の早期発見から家族支援、認知症になって
も暮らせる街づくりを一体的に取り組む
～認知症対策アクションプラン～ 

　認知症になっても、住み慣れた地域で暮らし続けることがで
きるよう認知症対策アクションプランに基づき、認知症バリア
フリーを推進し、若年性認知症の人への支援、社会参加の支援
を進めます。

基本目標　４
住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らす 
～高齢者施策の充実～ 

　高齢者の社会参加や生きがいづくりを支援するとともに、生
活支援や家族介護者の支援など、高齢者のより良い生活を支
える施策の充実を図ります。 

基本目標　５

必要なサービスを利用することができるよう、介護
サービス基盤の整備と介護人材確保により、介護
サービスの提供体制確保に取り組む
～介護人材確保プロジェクト～ 

　サービスを必要とする人が必要なサービスを利用することが
できるよう、介護サービス基盤の整備として、市立川西病院跡
地などに在宅生活の継続に必要なサービスを整備します。また、
介護人材確保プロジェクトをスタートさせ、介護人材確保をよ
り一層推進することで、介護サービスの提供体制の確保に取り
組みます。
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第1章　計画策定にあたって
1．計画策定の趣旨

２．近年の高齢者福祉及び介護保険制度の動向

３．計画の位置づけと期間

４．前計画の取り組みと課題

第２章　川西市の高齢者を取り巻く状況
１．人口と世帯

２．介護保険の状況

３．人口推計

４．各種調査結果からみた現状

５．日常生活圏域の状況

６．川西市の高齢者支援の主な課題

第３章　計画の基本的な考え方
１．計画の基本理念

２．計画の基本目標

３．施策体系

第４章　施策の展開
基本目標１　自分らしく健康でいきいきと暮らす

（１）効果的な介護予防事業の展開

（２）健康づくりの推進

（3）介護予防・生活支援サービス事業の推進
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基本目標２　誰ひとり取り残されることなく安心して暮らす

（1）地域包括支援センターの機能強化

（２）生活支援体制の充実

（３）在宅医療・介護連携の推進

（４）社会資源に係る情報基盤の充実と活用促進

（５）高齢者の権利擁護

（６）重層的支援体制の構築



第４章　施策の展開（つづき）
基本目標３　認知症の早期発見から家族支援、認知症に

なっても暮らせる街づくりを一体的に取り組む
　　　　 （１）認知症の早期発見と早期対応

　　　　 （２）認知症本人及び家族への支援
　　　　 （３）認知症になっても安心して暮らせるまちづくり

　　　　 （４）若年性認知症への対応

基本目標４　住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らす
（１）高齢者の生きがいづくりの推進
（2）生涯学習の充実と生涯スポーツの振興
（３）就労の支援
（４）住環境の整備と確保
（５）在宅高齢者支援の充実
（６）災害及び感染症対策に係る体制整備

基本目標５　必要なサービスを利用することができるよう、
介護サービス基盤の整備と介護人材確保により、介
護サービスの提供体制確保に取り組む

（１）介護サービス基盤の整備
（２）介護保険事業の適正な運営
（３）介護人材確保プロジェクト
（４）低所得の介護保険サービス利用者に対する支援

第５章　介護保険サービス基盤の整備

１．介護サービス等の見込量

２．介護サービス給付費の見込み

３．介護保険料の算定

第６章　計画の推進に向けて

１．各主体の役割

２．計画の進行管理

9



10


